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NPO法人 くれｹｱﾍﾞｯｸｽ 黒川 義之

株式会社濱田製作所 白鷹 常和

福興商事株式会社 東 忠昭

古田・田村特許事務所 田村 善光



グループの目的
かきの水揚げ後の洗浄工程から，かきがむき身になるま
でを全自動化する「かき自動むき身装置（二枚貝開殻装
置）」の開発と商品化を実現する。

グループの活動内容

①かき自動むき身装置の開発・商品化
②安全性の確認
③製品コストの見直し
④マーケティング
⑤販路確立



かき自動むき身装置開発概要



開発する自動かき剥き装置の全体像



項  目 

（実施項目以外でも可） 

事業完了～ 

    ６か月後 

６か月後～ 

１年後 

１年後～ 

  １年６か月後 

１年６か月後～ 

     ２年後 

麻痺処理部 
  

１号機販売 ２・３号機販売 

脱殻処理部    
１号機販売 

欠損部判別機構    プロトタイプ作成 

殻割工程    プロトタイプ作成 

 

プロトタイプの商品化(発売) 

プロトタイプの商品化(発売) 試作・実証 

試作・実証 

開発スケジュール（R１実績報告時）



麻痺処理部（試作・デモ機）



脱殻処理部
【R1年度の結果】
・熱より刃物がよさそう（生食なら）
・㈱守谷刃物研究所の刃を試供

【R２年度の予定】
①外套膜が殻に密着しているので
それを殻から剥がす機構
or 外套膜と殻の間に入り込める
刃を開発する。

②㈱守屋刃物研究所との関係をど
うするか？

③刃物を動かす機構についても検
討する。

④（できれば）刃物と機構を試作。



欠損部判定
【R1年度結果】
打音では、判別難しい。

【R２年度の予定】

割れているかきも割れていないかきも
刃物を入れるために割るという方針に
変更。



殻割工程
【R1年度結果】
・「切断」は身を切ってしまう。
・「挟んで割る」方針に変更

・脱殻処理部で刃物を使う方針なので，
刃物を挿入する部分の殻を割る必要が
出てきた。
→決まった場所に刃物が入る隙間を作る。

【R２年度の予定】
・「挟んで割る」を自動でできる機構を考える。

→できれば殻を割る機構を試作
とりあえずは手で整列させたら
自動で殻が割れるように試作する。

・脱殻処理部の刃物・刃物を動かす機構
の開発状況を見ながら，殻を割る位置を定義。

→殻を割る位置を自動で認識できるか検討
難しければ来年度に持ち越し
（機械的に整列できればそれでもOK）



R2年度活動計画まとめ

• 麻痺処理部（試作・デモ機）
マーケティング デモ：かき生産者に興味を持ってもらえるか？

市場調査にデモ機を利用

• 脱殻処理部
刃物の検討

外套膜対策の検討

刃物駆動部の検討 できれば試作機まで

• 欠損部判定
なし

• 殻割工程
殻割工程（自動で挟んで割る）の機構を検討 できれば試作（手動）

殻を割る位置を定義（刃物挿入口）

殻を割る位置を自動で認識できるか検討

（物理的整列でもOK）


